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者を対象としたトファシチニブ市販後調査における安全性・有効性の中間解析結果．第60回日

本リウマチ学会総会・学術集会 2016年4月21日～23日 横浜． 
15. 村上功、塩見葵、村上孝作、臼井崇、鳥井美江、寺尾知可史、山本渉、布留守敏、橋本求、中

嶋蘭、井村嘉孝、湯川尚一郎、吉藤元、伊藤宣、田中真生、大村浩一郎、藤井隆夫、三森経世．

関節リウマチ患者における食習慣とその臨床的意義．第60回日本リウマチ学会総会・学術集会 
2016年4月21日～23日 横浜． 



5 
 

市民公開講演会 
1. 湯川尚一郎．関節リウマチ診療に生物学的製剤がもたらしたもの．第 84 回和歌山医学会総会市
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3. 向山宇希、細野祐司、村上孝作、中嶋蘭、井村嘉孝、湯川尚一郎、吉藤元、大村浩一郎、三森

経世．FDG-PETが診断に有用であった大血管炎の一例．第60回日本リウマチ学会総会・学術集
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5. 森本麻衣、藤井隆夫、松井聖、佐野統．抗PM-Scl抗体陽性の多発性筋炎の一例．第60回日本リ

ウマチ学会総会・学術集会 2016年4月21日～23日 横浜． 
6. 中村美紗生、湯川尚一郎、戸川彰久、田端佳世子、松宮遼、田中克典、藤井隆夫．ステロイド

治療が有効であったMPO-ANCA 陽性中耳炎の一例．第26回日本リウマチ学会近畿支部学術集会 
2016年9月3日 大阪． 

7. 松尾崇史、橋本求、疋田正喜、坂井薫、横井秀基、伊藤能永、森将人、藤井隆夫、坂口志文、

三森経世．TCR signal の異常とループス．第44回日本臨床免疫学会総会 2016年9月8日～10日 東
京． 

 
 
 

1. 藤井隆夫：膠原病における最新の話題と日常生活の注意点． 膠原病医療講演会・相談会 2016
年 1 月 16 日 和歌山． 

2. 藤井隆夫：関節リウマチ診療における最近の話題．第 499 回和歌山市医師会内科部会例会 2016
年 1 月 21 日 和歌山． 

3. 藤井隆夫：関節リウマチ治療におけるトファシチニブの有用性について．第 11 回堺市リウマチ

病診連携の会 2016 年 2 月 13 日 大阪． 
4. 藤井隆夫：膠原病における自己抗体の病原性について．第 29 回香川膠原病研究会 2016 年 3 月

19 日 香川． 
5. 藤井隆夫：最新のリウマチ医療について．第 1 回最新の医療カンファランス 2016 年 5 月 12 日 和

歌山． 
6. 藤井隆夫：RA 治療における最近の話題．南紀 RA Meeting 2016 年 5 月 14 日 和歌山． 
7. 藤井隆夫：和歌山医大 リウマチ・膠原病センターが目指すもの．和歌山県立医科大学附属病院

リウマチ・膠原病センター開設記念講演会 2016 年 5 月 24 日 和歌山． 
8. 湯川尚一郎：全身性エリテマトーデスについて．全国膠原病友の会大阪支部医療講演会・相談

会 2016 年 6 月 12 日 大阪． 
9. 藤井隆夫：膠原病診療における最近の話題．和歌山県医師会内科医会学術講演会 2016 年 6 月

18 日 和歌山． 
10. 藤井隆夫：関節リウマチと自己抗体について．旭川リウマチ研究会 2016 年 6 月 24 日 旭川． 
11. 藤井隆夫：膠原病における最近の話題～自己抗体を中心に～．第 49 回和歌山県皮膚科医会学術

講演会 2016 年 6 月 25 日 和歌山． 
12. 藤井隆夫：和歌山におけるリウマチ・膠原病診療の拠点を目指して．日本リウマチ友の会和歌

山支部医療講演会 2016 年 6 月 26 日 和歌山． 

公的な場での活動 
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13. 藤井隆夫：関節リウマチにおける最新の診断法と治療．第 262 回和歌山県医師会内科医会学術

講演会 2016 年 7 月 14 日 和歌山． 
14. 湯川尚一郎（助言者として参加）：和歌山に膠原病友の会をつくりましょう！（第 4 回設立準

備会） 2016 年 9 月 10 日 和歌山． 
15. 藤井隆夫：膠原病の理解と日常生活で気をつけること．橋本保健所膠原病講演会・交流会 2016

年 9 月 30 日 和歌山． 
16. 湯川尚一郎：膠原病の病態と治療．膠原病医療講演会・相談会 2016 年 10 月 22 日 和歌山． 
17. 藤井隆夫：関節リウマチにおける T 細胞抗体産生の臨床的意義について．第 6 回横須賀リウマ

チフォーラム 2016 年 11 月 2 日 横須賀． 
18. 藤井隆夫：関節リウマチの診断法と治療戦略の進歩．平成 28 年度近畿地区リウマチの治療とケ

ア研修会 2016 年 11 月 23 日 神戸． 
19. 藤井隆夫：関節リウマチにおける最新の診療ガイドラインについて．和歌山県医師会内科医会

学術講演会 2016 年 11 月 26 日 和歌山． 
20. 藤井隆夫：膠原病の理解と日常生活の注意点．平成 28 年度湯浅保健所難病医療相談 2016 年 12

月 13 日 和歌山． 
 
 
 

1. 藤井隆夫．関節リウマチと自己抗体．自己抗体の病因的意義．炎症と免疫 2016；24：42-46． 
2. 藤井隆夫．自己抗体産生機序の新展開．抗 Sm および U1RNP 抗体－抗 DNA 抗体とはどう違う

か．医学のあゆみ 2016；256：1199-1203． 
3. 藏本伸生、藤井隆夫．《症例から学ぶ》内科疾患の診断・治療ピットフォール．膠原病・リウ

マチ・アレルギー．2.全身性エリテマトーデス．内科 2016；117：883-886． 
4. 藤井隆夫、近藤聖子、石郷岡望．中枢神経ループスにおける自己抗体の直接的・間接的な病因

的役割について．臨床免疫・アレルギー科 2016；65：358-362． 
5. 藤井隆夫．膠原病における自己抗体の臨床的・病因的意義について．和歌山医学 2016；67：50-55． 
6. 藤井隆夫．慢性炎症の病態：ANCA 関連血管炎．別冊 BIO Clinica 慢性炎症と疾患 膠原病と慢

性炎症 2016；12：64-69． 
7. 藤井 隆夫．全身性エリテマトーデスの中枢神経障害と自己抗体．臨床リウマチ 2016；28：243-250． 
8. 湯川尚一郎、三森経世．オーダーメイド治療時代の新薬の位置づけと使い方．各種疾患の新し

い治療薬．抗リウマチ薬－生物学的製剤．臨牀と研究 2016；93：337-342． 
9. 湯川尚一郎．膠原病に伴う間質性肺炎．強皮症と間質性肺炎．リウマチ科 2016；55：377-383． 
10. 湯川尚一郎．リウマチ性疾患に使用する免疫抑制薬の使い方．メトトレキサート．リウマチ科 

2016；56：231-237． 
11. 湯川尚一郎．Journal Club．分子リウマチ治療 2016；9：213． 

 
 
 

1. 藤井隆夫．血管炎．血管炎－総論．公益財団法人 日本リウマチ財団 教育研修委員会、一般社

団法人 日本リウマチ学会 生涯教育委員会 編．リウマチ病学テキスト 改訂第 2版. pp.234-241，
2016．診断と治療社，東京． 

2. 藤井隆夫．症候・検査所見から診断に迫る．膠原病・リウマチの症候．1.全身症状（発熱を中心

に）．上阪 等、渥美 達也、亀田 秀人、中島 裕史、藤本 学、山口 正雄 編．膠原病・リウマ

チ・アレルギー研修ノート. pp.182-184，2016．診断と治療社，東京． 
3. 藤井隆夫．伊藤宣 監修．シリーズ・骨の話⑤ 膠原病. 2016．ミネルヴァ書房，京都． 
4. 鈴木康夫、亀田秀人、神戸克明、佐川昭、冨田哲也、中島亜矢子、針谷正祥、藤井隆夫．日本

リウマチ学会 MTX 診療ガイドライン策定小委員会 編．関節リウマチ治療におけるメトトレキ

サート(MTX)診療ガイドライン 2016 年改訂版. 2016. 羊土社, 東京． 
5. 藤井隆夫 他．日本リウマチ学会 編．改訂第 7 版 リウマチ専門医試験－例題と解説－．2016．

株式会社メジカルビュー社，東京． 

 

依頼原稿 

著書 
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1. リウマチ・膠原病センター開設記念講演会 

開催日：2016年5月24日 
会場：和歌山県立医科大学附属病院 

 

 
2. 藤井隆夫：文部科学省 科学研究費（研究代表者） 

中枢神経ループス患者髄液中のサイトカインを規定する因子に関する研究 

（基盤研究C、平成28年度～30年度） 

3. 藤井隆夫：厚生労働科学研究費補助金（分担研究者） 

難治性血管炎に関する調査研究班 

（主任研究者：有村 義宏、平成26年度～31年度） 

 

競争的資金獲得状況 

講演会などの開催 


